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様々な材料とカーボンナノチューブ（CNT）を混ぜ合わ

せて作製した複合材料の導電性や物理強度等の評価を

行っている。その評価方法の 1 つとして、集束イオンビ

ーム加工観察装置(FIB)を用いて、サンプルの断面加

工を行い、断面形状観察を行った。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

集束イオンビーム加工観察装置(FIB) 
 
【実験方法】 

SiO2基板上に、CNT を塗布しその上から Cu でメッキ

したサンプルにて FIB を用いてタングステンを蒸着し

た後に、断面加工を行った。その後、FIB による断面形

状観察を行った。その作業を 2 サンプルでも同様に行っ

た。 
 

FIB装置を用いて、SiO2基板上のCNTにCuメッキし

たサンプルを、幅約 50 µm、深さ約 20 µm のサイズで断

面加工を行った。サンプル 1の SIM像をFig. 1にサンプ

ル2のSIM像をFig. 2に示す。サンプル1、2ともにCNT
と Cu が積層構造になっており、CNT に対する Cu の入り

込みの違いが極僅差であることが分かった。今後は最適

なメッキ条件の検討をして、プロセスの改善を行ってから、

再び断面形状観察を行っていく予定である。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig 1. SIM image of sample 1. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig 2. SIM image of sample 2. 
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